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　 　  環境活動レポート

株式会社　吉田鋳造研究所



１、生態系の保護のため、化学物質の適正管理と、環境に配慮した、技
    　術・製品の開発を推進します
２、「限りある資源を大切に」の精神を根底に、資源の節約と再利用の拡
　　大を図ります
３、生産活動で、環境負荷となる排出物の最小化と、環境管理の徹底を図
　　ります
４、広報・啓蒙活動と、企業市民活動を積極的に推進します

　本方針について、全従業員への周知徹底を図るとともに、社外にも積極的
に開示します

2017年5月1日

       環境管理最高責任者

株式会社　吉田鋳造研究所

　当社が事業活動を行うに当たり、環境に関する法規則、公害防止協定等の
順守はもとより、自主基準を制定して汚染の予防活動を展開します。
　また、開発、生産、販売等各分野の活動における環境への負荷を更に低減
するため、目的、目標を設定し、計画的な実践と見直しにより、環境マネー
ジメントシステムとパフォーマンスの継続的な改善に努めます。

環　境　経　営　方　針

　　　　　　　　　　　代表取締役　吉田　澄生



会社概要

（１） 名称及び代表者名
株式会社　吉田鋳造研究所
代表取締役　 吉田　澄生

（２） 所在地
第1工場　　愛知県みよし市三好町新月８２－２
第2工場　　愛知県みよし市三好町福田12-1
第3工場　　愛知県みよし市三好町福田15-1

（３） 環境管理責任者氏名及び担当者
環境管理責任者及び連絡担当者 福岡　大

（４） 事業内容
金型の企画・製作・販売

（５） 事業の規模

資本金

（６） 事業年度 5月～4月

認証・登録の対象組織・活動
全組織、全活動を対象とする。

46名社員数　

主要設備

NC旋盤 4台
マシニングセンター 20台
研削盤  10台
放電加工機 5台
ワイヤ放電加工機 9台
CAD，CAM  14台
細穴放電加工機 2台
電気炉 2台
圧入プレス 1台
LAP  2台
高精度CNC工具研削盤 1台

1,000万円



　　権限・役割

部門責任者
 ・部門における活動計画の運用管理
 ・実施状況の確認・記録管理

部門担当者
（全従業員）

 ・部門の計画の実施
 ・自己の役割の認識

代表取締役
 ・環境方針の決定
 ・環境管理責任者の任命
 ・全体の評価および見直し

環境管理責任者

・目標、活動計画の策定、運用、管理
 ・マネジメントシステムの監視
 ・パフォーマンスの監視
 ・環境関連外部との窓口
 ・文書、記録の管理
 ・法規制等のとりまとめ、順守評価の実施
 ・教育、訓練の実施、管理
・是正処置の管理



2022.09.01

本社

環境管理

最高責任者

環境管理責任者

　　　　福岡品証次長

（担当）吉田総務部長

代表取締役
（社長）

営業部
営業課

（大原課長） 担当

環境活動組織系統図

取締役
（経理部長）

相談役

取締役
（会長）

経理課 担当

生産準備Ｇ
（吉岡ﾘｰﾀﾞｰ）

製造部
（三浦次長）

第１Ｇ
（山口玲ﾘｰﾀﾞｰ）

第２Ｇ
（波多野ﾘｰﾀﾞｰ）

総務部
（吉田部長） 担当

営業課
（大田課長） 担当

株式会社吉田鋳造研究所

EA21事務局

製造係長
（杉本係長）

第３Ｇ
（野崎ﾘｰﾀﾞｰ）

技術開発Ｇ

品質保証部
（福岡次長） 担当



基準年 ４２期目標 ４３期目標 中期目標 中期目標

2018年5月～2019年4月 2021年5月～2022年4月 2022年5月～2023年4月 2023年5月～2024年4月 2024年5月～2025年4月

温室効果ガス 削減率 － 3% 4% 5% 6%

排出量 基準値／目標値 849,146 840,655 815,180 806,689 798,197

削減率 － 3% 4% 5% 6%

基準値／目標値 1,841,825 1,786,570 1,768,152 1,749,734 1,731,316

削減率 － 3% 4% 5% 6%

基準値／目標値 6,836 6,631 6,563 6,494 6,426

削減率 － 3% 4% 5% 6%

基準値／目標値 1,050 1,040 1,008 998 987

削減率 － 3% 4% 5% 6%

基準値／目標値 4,400 4,356 4,224 4,180 4,136

削減率 基準年：41期 3% 4% 5% 6%

基準値／目標値 9,750 9,458 9,360 9,263 9,165

削減率 － 3% 4% 5% 6%

基準値／目標値 649.0 642.5 623.0 616.6 610.1

CO2排出係数は0.452 kg-co2/kwh (2018年中部電力、調整後)を使用した。

ＬＰＧは使用量が少ないため、目標から除外する

環境活動目標計画（単年度・中長期）

管理項目

CO2排出量
( ㎏-CO2)

電力使用量
( ｋｗh )

廃油排出量
 ( リットル )
リサイクル

水道水
水使用量

( m3 )

ガソリン使用量
 ( リットル )

エネルギー

廃プラ排出量
( リットル )

化学物質 使用はごく微量で削減は難しいため、使用量・保管の管理を行う。

製品サービス
に関する目標

不良率の改善 0.78% 0.30%

産業廃棄物
廃アルカリ排出
量 ( リットル )

廃プラスチックは、2019.1～日の出衛生（軟質）、永一産商（硬質）となった。2020年を初年度として修正する

0.30% 0.30% 0.30%



２０２２年５月～２０２３年４月

・不良率の改善

・アイドリングストップの実施
・車両整備の実施
・ルートの見直し

（２）廃棄物排出量削減に向けた取り組み（全部門）
・廃棄物の分別
・定期的な排出量の把握
・廃プラスチックの初期排出時期を変更（2020年1月から軟質プラスチックを
　産廃として排出始めた。2020年5月（41期）～を初期値に変更した

（３）節水に向けてた取り組み（全部門）

・手洗い等における社員への節水啓発
・水使用量の把握

（４）化学物質削減に向けての取り組み（全部門）

・新たな資材導入の際には必ずSDSを確認する。
・使用数量の把握
・保管場所の管理

　-過去事例の調査

 　環境活動計画の取組内容

（１）二酸化炭素排出量削減に向けた取り組み（全部門）

 　   １） 電力使用量削減

・昼休みの消灯
・不在時の消灯
・空調設定温度管理
・フィルター清掃
・加工設備の未使用時電源オフ
・コンプレッサーエア漏れ調査

 　   ２） 燃料削減

　-原因の分析、対策の検討

　

（５）製品・サービスのプロセスに関する取り組み（全部門）

　-作業員への教育



基準年 43期活動目標 43期活動実績

2018年5月～2019年4月 2022年5月～2023年4月 2022年5月～2023年4月

温室効果ガス 削減率/基準年比 － 3% 10.0%

排出量 基準値／目標値 849,146 832,163 764,313

削減率/基準年比 － 3% 9.5%

基準値／目標値 1,841,825 1,804,989 1,667,098

削減率/基準年比 － 3% 32.4%

基準値／目標値 6,836 6,699 4,619

削減率/基準年比 － 3% 100.0%

基準値／目標値 1,050 990 0

削減率/基準年比 － 3% -12.5%

基準値／目標値 4,400 4,312 4,950

削減率/基準年比 － 3% -27.2%

基準値／目標値 9,750 9,457 12,400

削減率/基準年比 － 3% 11.6%

基準値／目標値 649 629 574

・　CO2排出係数は0.452 kg-co2/kwh (2018年中部電力、調整後)を使用した。CO2排出係数は0.452 kg-co2/kwh (2018年中部電力、調整後)を使用した。

・　ＬＰＧは使用量が少ないため、目標から除外する

・　廃プラスチックは、2019.1～日の出衛生（軟質）、永一産商（硬質）となった。2020年を初年度として修正する

環境活動の取組結果と評価

管理項目 評価コメント

CO2排出量
( ㎏-CO2)

・営業活動の効率化努力
・節電取組の展開、活動掲示と周知

電力使用量
( ｋｗh )

節電の意識啓蒙、節電プログラム挑
戦、途中経過を朝礼で紹介し啓蒙、
大型空調機老朽更新

ガソリン使用量
 ( L )

ハイブリット車両の採用（9台中5台
に増加）

使用エネルギー

化学物質 使用はごく微量で削減は難しいため、使用量・保管の管理を行う。

廃プラ排出量
(リットル)

梱包材量の増加、処分方法の検討
（圧縮できないか、他に流用できな
いかなど）

廃アルカリ排出
量   (リットル)

不良率の改善
製品サービス
に
関する目標

0.78% 0.24%

・不良削減取組（職制会議で報告
・不良発生側対策樹立、展開0.30%

水道水
水使用量

( m3 )

節水の掲示による意識啓蒙
（蛇口毎に「節水」表示取付継続）

加工機台数2台増加

廃棄物

廃油排出量
  (リットル)

加工方法の変更、
　　放電加工⇒切削加工増加



代表者による全体評価と見直しの結果

環境関連法規への順守状況並びに違反、訴訟等の有無

当社に該当する環境関連法令等

　〇　消防法
　〇　騒音・振動規制法
　〇　廃棄物処理法
　〇　フロン排出規制法
　〇　水質汚濁防止法

　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　代表取締役　吉田　澄生

これらの法令等について、順守評価を行なった結果、違反はありませんでした。

また、関係当局より訴訟、違反等の指摘は過去３年間ありません。 

2023年7月20日

○　電力使用量、ガソリン使用量については、個別の取り組むの結果、目標達成できた。
　　今後は、更なる削減に向け取り組む。

○　廃棄物については、工法の変更等改善の取組が成果として出た。継続した取り組みを
　　実施する。

○　不良については、全体として減少した（特に社内）が、社外の不良は相変わらず減少
　　していないので、今後の課題。


